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このまちに この人 NO.10

フルーツサンドのテイクアウトを中心に営業。
2020年10月10日にオープンし、今年で３年を迎えます。
地域のたくさん方々にご来店いただき、これからも永く
愛されるお店を目指します。
当店のフルーツサンドは完熟した食べ頃のフルーツを厳
選し、特製の生クリームでサンドしてます。
食べた瞬間美味しいと感じていただけるようフルーツも
たっぷり入ってます。
一部のお客様からは食べづらいとのお声もいただいてお
りますが ( 笑 )
サンド１つでもご満足いただけるボリュームはこれから
も守って行く所存です。

bonbon cafe
まだまだ無名の当店 bonbon cafe お近くにお立
ち寄りの際はぜひご来店ください。
スタッフ一同お待ちしております。
　　　　　下関市南部町 23－16 青木屋ビル１F
　　　　　　　　　　　　（元・中村料理教室）
　　　　　　　　　　　携帯 080－1944－1333

《詩人･金子みすゞ》誕生 100 年プロジェクト
場所：下関市役所エントランスホール
日時：令和5年10月22日（日）　
　　　　9:00～（クイズラリー・展示：無料）
　　　13:30～15:30（ステージイベント：無料）

◉ステージイベント (13:30 ～ 15:30)
・下商吹奏楽部　演奏
・地元児童による詩の朗読　等
・スペシャルライブ
　　シンガーソングライター　ちひろ　さん

◉クイズラリー (9:00 ～ 13:00)
・金子みすゞ詩の小径を歩く（参加賞・完歩賞有限定）

◉展示 (9:00 ～ 15:30)
・金子みすゞの研究資料（木原豊美氏）
・墨で描くみすゞのこころ（書家・吉冨晶子氏）
・「NPO 法人スペシャルオリンピックス日本・山口」のアスリートの詩画　他

つなぐ　つながる　下関から未来へ

金子みすゞの研究資料
（木原豊美氏）を市役所 4階
にて、展示中（年末まで）

開催日時：11月18日(土)17:00～21:00　(同日にキャンドルナイトも行われます。)

対象年齢：20歳代～40歳代　　予定参加人数(40名まで)

募集方法：LINEによる参加申込。参加費を事前振込にて申し込み完了。

参 加 費：男性4,000円、女性2,000円　　　　
メイン会場：亀山八幡宮儀式殿（当日はキャンドルナイトのため駐車できません。）　
備考：飲食あり。（アルコールもあります）　ゲーム等による景品有り。

からと縁活 中東地区まちづくり協議会が、男女の出会いの場を
作ります。積極的にご参加ください。
（詳細は LINE・Instagram・Facebook にて。）

幸町公園前交差点の安全対策について

　中東まちづくり協議会では、複数の地域にまたがる地域課題の解決に向けて、積極的
に貢献できるよう努めているところであります。そこで、このたび、下関市幸町公園（幸町
21－1付近）前の四差路を通行する車両並びに歩行者の危険性を指摘されていたことか
ら、道路管理者へ改善を申し入れました。

　その結果、６月３０日に交通安全担当（下関署交通総務課）、道路管理者（下関市道路
河川建設課）並びに地元自治会の三者が現地で立ち合い、当面の対策として「東西に
延びる道路を起点に交差点内に白線表示を施し、通行車両に徐行等安全注意喚起を
行う」方法を採用することとなりました。

　この対策は、今年度内に道路管理者が施工することとなり、実施後も引き続き観測を続
け、状況によっては、更なる対応も検討することとなりました。

　地元からは「道路標識」「道路標示」等の要望が出されましたが、下関署があらかじめ調
査した交通量とか車両通行速度などをふまえ、上記交通安全担当から提案された安全
対策を採用することとなりました。

中東地区まちづくり協議会

内山和章
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維新物語 ① 
　今回より紙面を借りながら、私たちが住んでいる中東地区界
隈に点在している、市民の財産とも言うべき歴史史跡や史実に
関することを、皆さまと一緒に繙いていきたいと思います。歴
史と言うと「難しい」や「あまり興味ない」と思われる方もお
られることでしょう。しかし、私がそうであったように一度興
味を持ってしまうと、どんどん深く知りたくなるのが歴史の面
白いところです。ただ、歴史と言っても中東地区内には、源平
関連、江戸時代末期 幕末～明治維新関連、金子みすゞ関連、日
本遺産の構成文化財関連、芸能関連と、時代やジャンルを絞る
だけでも多岐にわたります。ここでは、私が得意とする幕末期
～明治維新関連について話を進めていきたいと思います。

　嘗て高杉晋作と所縁のある【大正義の町
人】と言われた人物が西之端に住んでいま
した。
　今回取り上げる人物の名前は「入江和作」
と言います。現在はすでに旧宅等も残って
いないので、ステンレス製の説明板で往時
を偲ぶしかありません。その看板は下関市
によって 2010 年に設置されました。場所
は教法寺に入る一方通行の入口右手角にあ
るスカイプラザの大通り沿いに設置されて
います。

　入江は豊前国の企救郡（現在の北九州市）に生まれて、十九
歳の時に下関で酢を醸造していた入江家の養子となり、家業を
継いだ。余談ではあるが、高杉晋作が奇兵隊を結成する際に実
弟とともに奇兵隊に加わり、物心両面に渡り惜しみなく援助を

～大正義の町人　入江和作～
した白石正一郎 （後の赤間神宮宮司）の親代も、企救郡
から移ってきた。だからか、家業の屋号は「小倉屋」と
名乗っていた。話を戻す。
　晋作との交流は、奇兵隊が結成された 1863 年頃に始
まったと伝わる。ほどなくして入江の家が晋作の宿舎と
なる。晋作が長府の功山寺で決起した際や、政敵から追
われて四国は琴平へ逃げる際の資金を提供した。入江が
資金面で晋作を助けていることを、萩藩が「資金援助を
禁止」するようにと通達を出したが、入江はそのことを
無視して資金援助をしたという。義理人情に厚く、信念
を貫く町人だった。入江は 1865 年、坂本龍馬とも会談
している。薩長同盟締結に向けて奔走中の龍馬が下関に
着いて向かった先が入江のところだった。また、晋作の
最後を看どった一人とも云われる筑前の女流歌人 野村
望東尼とも交流があった。望東尼が同志に宛てた書状の
中で「大正義の町人」と入江のことを評している。明治
維新後は、耶蘇教 （キリスト教 ）の伝道場として自宅を
開放し、自らも洗礼を受けた。その時代はまだ、キリス
ト教に対しての理解が今ほどは無く、迫害を受けること
になる。入江は下関にいることができなくなり、対岸の
門司に逃れて晩年を過ごした。入江が次に下関へ足を踏
み入れることができたのは亡くなってからのことであ
る。入江の墓は日清戦争後の講和談判に臨んだ清国全権
大使の李鴻章らが宿泊した寺として知られる引接寺にあ
る。入江が下関にいた明治時代初期頃の話として、今の
赤間町界隈に銭湯があり、その銭湯に入江は毎日のよう
に浸かりに来ていたという話を古老より聞いた。

郷土史研究家　林　吾郎

ちひろ　さん

生涯512編の詩を残したみすゞ。その詩を創作したのは下関。詩人・金子みすゞが誕生したのは、ここ下関なのです。

̶唐戸で縁結び交流会̶

亀山八幡宮関連行事
10月7日㈯～8日㈰　奉納華展（柴山正流）
10月7日㈯　奉納子供すもう大会
10月8日㈰　献茶式（茶道裏千家淡交会下関支部）
10月14日㈯　献魚式・献菜式・献果式・献菓式・奉納吟詠
10月15日㈰　本殿祭・御神幸
10月28日㈯　亀山能
11月6日㈪　毛髪供養祭（山口県理容生活衛生同業組合）
11月18日㈯～19日㈰　関門海峡キャンドルナイト

赤間神宮・鎮守八幡宮関連業
10月7日㈯　赤間神宮例大祭
10月15日㈰　秋季大祭・敬老祭
10月（毎週土曜日）　源平ナイト
12月10日㈰　しめ縄まつり(立石稲荷)
その他
11月5日㈰　下関海峡マラソン
11月19日㈰　海峡のまち下関歴史ウォーク大会

入江和作
（東行庵蔵・
下関市立東行記念館寄託）


